
授業科目名

学年

授業形態

必修・選択 児童養護施設職員 16年

テーマ

◯

◯

◯

◯

テキスト

プリント

ポートフォリオ

課題の確認と
成績評価方法

ディプロマ
　　　ポリシー

カリキュラム
　　　ポリシー

授業の概要
  児童指導員として児童養護施設に勤務し、子どもへのケア・ワーク、保護者への支援、里親への支援に携わった
経験をもとに、学生が施設入所児童・里親委託児童とその保護者の状況を理解し、実践的な援助方法について学
べるよう、授業を進めます。テーマに沿ったグループディスカッションやプレゼンテーションも取り入れて行います。

授業の
到達目標

子どもと社会の未来を拓く　社会的養護の内容／保育福祉小六法

施設で育った子どもたちの語り／子どもが語る施設の暮らし／子どもが語る施設の暮らし２参考書

授業中にプリントを配布する

試験（60％）と授業内で提出するリアクションペーパー（視聴したビデオの感想や意見、グループディスカッションやプ
レゼンテーションの振り返り等・40％）により総合的に評価する。

2019年度 和泉短期大学 シラバス

社会的養護の内容 教員氏名 櫻井奈津子

１年

生活技術の資料収集１・２（他科目での課題を応用）

科目群Ⅳ
実践

学んだ知識、技能、価値観を現場に即して臨機応変に実践できる体験を積み、キャリ
ア形成の基礎を培う

キリスト教主義の精神を踏まえて、保育と人権にかかわる人としての価値観を再構築
する

開講学期

①「社会的養護の原理」での学びをもとに、児童福祉施設を具体的に理解できるようになる
②児童福祉施設での保育士の日常業務を知り、その実践に必要な知識を理解できるようになる
③施設に入所している子どもやその家族への理解を深め、具体的な対応方法を学び、実践できるようになる

居住型児童福祉施設（入所施設）での保育士としての実践に必要な基本的知識・技術を学ぶ

1.保育・福祉に関する基礎的な学修を通して、幅広い教養を身に付け、多様な人々を支える社会の理念・仕
組みについての原理を理解している。

2.保育・福祉の専門的な知識・技能を修得し、思考力、判断力、表現力、コミュニケーション力を身に付けて
いる。

3.保育・福祉の専門職として多世代にわたる人々の権利を護り、愛と奉仕の精神を実践できる。

科目群Ⅲ
知識・技能

子どもの心と体とそれを取り巻く環境を知り、共に成長するための様々な支援の内容
と方法に関する専門的な知識と技能を身につける

後期

演習 単位数 1単位

科目群Ⅱ
原理

様々な世代を支える社会の理念・仕組みについての学びを通して、愛と奉仕に基づく
人間観を養う

科目群Ⅰ
教養

保育士必修 実務経験
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第9回

生活場面でのケア④（被措置児童等虐待を防ぐために何が必要かをグループディスカッションし、各グ
ループからプレゼンテーションを行う）

他のグループからの意見で参考になったものをまとめる

第7回

生活場面でのケア②（分離体験へのケア）

グリーフワーク・グリーフケアについて調べ、まとめる

第8回

生活場面でのケア③（障がい受容）

障がいのある子どもへの支援・その保護者への支援について調べ、まとめる

第5回

援助関係に必要なコミュニケーション③（適切な情報収集とディスカッション、小グループに分かれ各グ
ループで提示された課題に取り組む）

グループディスカッションを振り返り、効果的な情報伝達・協議についての自身の考えをまとめる

第6回

生活場面でのケア①（虐待を受けた子どもへの対応）

授業概要と課題

第1回

「社会的養護の内容」についてのオリエンテーション（「社会的養護の原理」の復習、この授業の目的・
概要について）

社会的養護の原理で学んだ施設養護に関係する重要項目をまとめる

第2回

子どもの権利と児童福祉施設（児童福祉施設の役割・機能、保育士の役割、グループディスカッション
「自分がもし施設に入所することになったら」）

自分自身の生活技能をチェックし、施設保育士としての自分の課題を知る

子ども虐待が子どもの育ちに与える影響について調べ、まとめる

第3回

援助関係に必要なコミュニケーション①（応対の態度・聴く力についてのワーク＝小グループに分かれ
て『聴く』ことの実演体験）

ワークで明らかになった自身のコミュニケーションの課題を振り返り、まとめる

第4回

援助関係に必要なコミュニケーション②（質問や応答＝より効果的なコミュニケーション技術、小グルー
プに分かれて効果的な質問や応答についての実演とディスカッション）

課題シートに「I message」「否定形を用いない伝え方」の実際の例を記入する
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第10回

児童福祉施設の役割と機能①（保育実習Ⅰ（施設）の配属先に沿ってグループを作り、実習先につい
て発表内容をまとめる）

実習先の特徴を事前に調べ、プレゼンテーションの資料をまとめておく

第11回

児童福祉施設の役割と機能②（保育実習Ⅰ（施設）の配属先に沿ったグループごとに、実習先紹介の
プレゼンテーションを行う）

他のグループのプレゼンテーションから学んだことについてまとめる

第15回

学びのまとめ②（前回授業時にわからなかったところや誤答を正しく理解する）

保育実習Ⅰ（施設）の実施に向け、理解不足を補う

第12回

対象者理解のために①（記録の書き方）

テキストp.132～139の演習課題を仕上げる

第13回

対象者理解のために②（エコマップとジェノグラム）

提示された事例をもとにジェノグラムを作成する

第14回

学びのまとめ①（１～13回の授業内容について、配布資料に沿ってまとめる）

１～13回の授業で学んだことを整理し、テキスト・配布資料を読み返して、不足しているものを各自補っ
ておく

  

 



授業科目名

学年

授業形態

必修・選択

テーマ

◯

◯

◯

◯

テキスト

プリント

ポートフォリオ

課題の確認と
成績評価方法

ディプロマ
　　　ポリシー

カリキュラム
　　　ポリシー

授業の概要

社会的養護を必要とする子どもとその家族の現状を踏まえ、児童福祉施設の具体的な役割の理解を深めながら、
保育士としてどのように向き合い、支援することが求められるか実践的に学ぶ。事例等を用いた演習を通じて個別に
取り組み、またグループワークを通じて多角的な視点に触れることで、自己理解を深めるとともに、保育士としての
在り方を探る。

授業の
到達目標

「子どもと社会の未来を拓く　社会的養護の内容」櫻井奈津子編著　青踏社

なし参考書

授業中にプリントを配布する

授業内リアクションペーパー及び演習課題（70％）、最終授業の到達度チェック（30％）により総合的に評価する。

2019年度 和泉短期大学 シラバス

社会的養護の内容 教員氏名 風間　俊秀

１年

なし

科目群Ⅳ
実践

学んだ知識、技能、価値観を現場に即して臨機応変に実践できる体験を積み、キャリ
ア形成の基礎を培う

キリスト教主義の精神を踏まえて、保育と人権にかかわる人としての価値観を再構築
する

開講学期

①児童福祉施設の役割と日常的な業務への理解を深める。
②施設に入所している子どもやその家族への理解を深め、具体的な対応について学ぶ。
③施設職員として組織の中で自分の力を発揮するためのコミュニケーションを学ぶ。
④保育士として社会的養護と向き合う姿勢を学ぶ。

入所型児童福祉施設の現状と保育士の役割を学ぶ

1.保育・福祉に関する基礎的な学修を通して、幅広い教養を身に付け、多様な人々を支える社会の理念・仕
組みについての原理を理解している。

2.保育・福祉の専門的な知識・技能を修得し、思考力、判断力、表現力、コミュニケーション力を身に付けて
いる。

3.保育・福祉の専門職として多世代にわたる人々の権利を護り、愛と奉仕の精神を実践できる。

科目群Ⅲ
知識・技能

子どもの心と体とそれを取り巻く環境を知り、共に成長するための様々な支援の内容
と方法に関する専門的な知識と技能を身につける

後期

演習 単位数 1単位

科目群Ⅱ
原理

様々な世代を支える社会の理念・仕組みについての学びを通して、愛と奉仕に基づく
人間観を養う

科目群Ⅰ
教養

保育士必修 実務経験

  

 



テーマ
内容

授業外指示

テーマ
内容

授業外指示

テーマ
内容

授業外指示

テーマ
内容

授業外指示

テーマ
内容

授業外指示

テーマ
内容

授業外指示

テーマ
内容

授業外指示

テーマ
内容

授業外指示

テーマ
内容

授業外指示

第9回

子ども虐待③
虐待する親の心理と子どもへのケア

虐待を受けた子ども、虐待してしまった親に対して、保育士としてできることを考えてまとめる。

第7回

子ども虐待①
虐待の現状と分類

社会的養護の原理で学んだ虐待について復習する。

第8回

子ども虐待②
虐待が及ぼす子どもへの影響

虐待に関するニュースや記事を調べてまとめる。

第5回

日課と規則
施設の日課や規則にはどのような意図があるのか考える

日課や規則の意味を子どもたちに伝える方法を考えてまとめる。

第6回

施設での仕事演習①
演習を通じて新任職員の身に起こった事例への対応を考える

授業概要と課題

第1回

講義についてのオリエンテーション、講義の内容、進め方、評価の仕方について
社会的養護の施設種別と役割、特徴の理解

社会的養護の原理の講義を振り返っておく。

第2回

施設養護の流れ
施設入所から退所までのプロセスとポイントを学ぶ

児童養護施設を1施設調べ、そこで生活することをイメージしてまとめる。

グループワークを振り返り、新任職員の仕事に対する姿勢について考える。

第3回

インテーク
インテーク演習を通じて、子どものニーズへの対応を考える

グループワークを振り返り、自身の考え方の特徴をまとめる。

第4回

施設での暮らし
様々な施設形態とその特徴、制度の変化から施設での生活を学ぶ

児童養護施設を施設形態ごとに調べ、特徴をまとめる。
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第10回

家族や里親との関わり
里親委託の現状と取り組みを学ぶ

各自治体の里親制度について調べてまとめる。

第11回

施設での仕事演習②
演習を通じて施設で起こる様々なトラブルへの対応を考える

グループワークを振り返り、トラブルを未然に防ぐためにできることを考えて書き出す。

第15回

まとめ・到達度チェック
保育士として社会的養護と関わるポイントを振り返る

講義の内容を振り返り、実習に向けて活かせるポイントを整理する。

第12回

発達障がいのある子どもとの関わり
発達障がいの理解とと虐待の相関性を理解する。

発達障がいのある子どもを支える社会資源を調べてまとめる。

第13回

子どもの権利擁護
施設内虐待の歴史を学び、どのように子どもの権利を護り向き合うか考える

不適切な関わりをしないように注意すべきポイントを考えてまとめる。

第14回

自立支援とアフターケア
子どもを社会へ送り出し、継続して支援する取り組みを学ぶ

進学や自立を支援する社会資源を調べてまとめる。

  

 



授業科目名

学年

授業形態

必修・選択

テーマ

　

◯

テキスト

プリント

ポートフォリオ

課題の確認と
成績評価方法

ディプロマ
　　　ポリシー

カリキュラム
　　　ポリシー

授業の概要

保育実習Ⅰ（児童福祉施設）に向かう準備として、児童養護施設を中心とした社会的養護の実際を現場の取組みや
当事者の声などの映像から学ぶとともに、課題を抱える子どもたちとの関わりにおいて留意することを、他の人の意
見を聴き合いながら学び合う。
自分自身の特性や課題を考え、対人援助に携わっていく意識を再確認していく。

授業の
到達目標

櫻井奈津子編著『子どもと社会の未来を拓く　社会的養護の内容』　青踏社

「この子を受けとめて、育むために」全社協・全養協参考書

授業中にプリントを配布する

授業内での「ふりかえりシート」及び「授業外指示」への取組内容70％
授業への参加姿勢（出席回数も含む）20％
発表等への積極性10％

2019年度 和泉短期大学 シラバス

社会的養護の内容 教員氏名 村岡　薫

１年

配布プリント、ふりかえりシート、授業外指示の内容を最終的にまとめる

科目群Ⅳ
実践

学んだ知識、技能、価値観を現場に即して臨機応変に実践できる体験を積み、キャリ
ア形成の基礎を培う

キリスト教主義の精神を踏まえて、保育と人権にかかわる人としての価値観を再構築
する

開講学期

①　児童福祉施設（主に児童養護施設）の理解を深める
②　施設で生活する子どもとその家族への理解を深める
③　虐待問題を様々な側面から理解する
④　施設内虐待をもたらす要因と防止について理解する
⑤　社会的養護における自立支援の現状を知り理解を深める
⑥　施設保育士（対人援助職）の特性を知り、実習に備える

社会的養護の実際とそこに起きていることを知り、新たな気づきを得る

1.保育・福祉に関する基礎的な学修を通して、幅広い教養を身に付け、多様な人々を支える社会の理念・仕
組みについての原理を理解している。

2.保育・福祉の専門的な知識・技能を修得し、思考力、判断力、表現力、コミュニケーション力を身に付けて
いる。

3.保育・福祉の専門職として多世代にわたる人々の権利を護り、愛と奉仕の精神を実践できる。

科目群Ⅲ
知識・技能

子どもの心と体とそれを取り巻く環境を知り、共に成長するための様々な支援の内容
と方法に関する専門的な知識と技能を身につける

後期

演習 単位数 1単位

科目群Ⅱ
原理

様々な世代を支える社会の理念・仕組みについての学びを通して、愛と奉仕に基づく
人間観を養う

科目群Ⅰ
教養

保育士必修 実務経験
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第9回

虐待③　治療的関わり
　心の傷への治療的アプローチ　児童心理治療施設のとり組みの実際

＜予習＞　「大村椿の森学園」について調べておく
＜復習＞　全国児童心理治療施設のHPから施設特性を再確認する

第7回

虐待①　ドラマから考える
　誰にでも起きうるということ、助け（おせっかい）が大切だということ

＜予習・復習＞　１１月の虐待防止月間を意識し、新聞、TV、ネットに目を向ける

第8回

虐待②　当事者の声　心の傷
　当事者が抱える葛藤、苦しみを知る　虐待がもたらす心の傷を考える

＜予習・復習＞　１１月の虐待防止月間を意識し、新聞、TV、ネットに目を向ける

第5回

乳児院の実際と養子縁組
　乳児院の働きの現状と今後の方向性、養子縁組の難しさと課題

＜予習・課題＞　神奈川県内の１０カ所の乳児院から一つを調べておく
＜復習＞　全国乳児福祉協議会HPから〔乳児院のあゆみとこれから〕を調べる

第6回

特別養子縁組の実際
　特別養子縁組制度の意味・意義を考える　「家族」とは何かを考える

授業概要と課題

第1回

アイスブレイク　自己紹介（対人援助職として相手に自分を知ってもらう練習）
講義の進め方についてのオリエンテーション

＜予習＞　シラバスの再確認をしておく
＜復習＞　前期の「社会的養護の原理」で学んだ内容に再度目を通す

第2回

児童養護施設を知る　～イメージから実際へ～
　施設イメージの転換　先入観への意識　職員の悩みと成長　心理的手法

＜予習＞　児童養護施設「一陽」のホームページ（以下HP)から施設概要を調べる
＜復習・課題＞　神奈川県内の児童養護施設から１カ所を調べてくる

＜予習＞　NPO法人「環の会」について調べておく
＜復習＞　厚生労働省のHPから「特別養子縁組制度」の成立要件を確認する

第3回

社会的養護の歩み
～　戦後孤児院から、今日の小規模グループケアの流れに至るまで　～

＜予習＞　児童養護施設「舞鶴学園」のHPから歴史や遠隔を調べておく
＜復習＞　全国児童養護施設協議会HPの〔児童養護施設のご紹介〕を確認する

第4回

里親の実際と現在の施策状況
　里親制度が持つ可能性と課題、必要なサポートを考える

＜予習＞　NPO法人キーアセットのHPから里親制度の概要を調べておく
＜復習＞　家庭養護促進協会のHPから特別養子縁組のあっせんについて調べる
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第10回

権利擁護①　施設内で起こる不適切な関わり【実際に現場で起こったことから】
　鎌倉保育園問題から組織体制が陥る危うさを考える　報道がもたらす影響を知る

＜予習＞　報道特捜プロジェクト(1999/09/18等)の動画を見ておく
＜復習＞　「養育ブック２」の内容から、不適切な関わりということを再考する

第11回

権利擁護②　個人が陥る不適切な関わりとその要因
　障がい者施設での虐待、追い込まれる支援者と具体的な予防措置

＜予習＞　「養育ブック２」の内容から個人として予防ができそうなことを探しておく
＜復習＞　自分の特性を考え、不適切な関わりに陥らない具体策を考えてみる

第15回

まとめ　～実習に向けての心構え～

＜予習＞　事前配布のパワポスライド資料を確認し、質問できるように準備しておく
＜復習＞　返却する「ふりかえりシート」も含め、ポートフォリオを整理する

第12回

権利擁護③　知らない世界への偏見があることに気づき、人間の尊厳を考える
　先入観が偏見、排除へと繋がることを知る　一人ひとりのかけがえのなさに気づく

＜予習＞　津久井やまゆり園の事件の概要について調べておく
＜復習＞　金子みすゞさんの「私と小鳥と鈴と」を音読してみる

第13回

リービングケア　～高校卒業に向けての支援～
　進路選択で直面する問題の実際

＜予習＞　児童養護施設「光明童園」のHPを調べておく
＜復習＞　あすなろサポートステーションのFBから活動を調べる

第14回

アフターケア　～自立援助ホームの取り組み～
　社会的養護の自立援助とともに、自分自身の「自立」「自律」を考える

＜予習＞　全国自立援助ホーム協議会のHPから概要について調べておく
＜復習＞　フェアスタート、ブリッジフォースマイルのHPから退所者支援を調べる

 

 


